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Rを可換Hensel局所環とし，kをその剰余体とする．

定義　M を有限生成R加群とする．

(1) (−)∗ = HomR(−, R)とおく．次の３つの条件が成り立つとき，M のG次元は 0で
あると言い，G-dimRM = 0と書く：

i) 自然な写像M →M∗∗が同型である．

ii) 任意の i > 0に対し ExtiR(M,R) = 0である．

iii) 任意の i > 0に対し ExtiR(M∗, R) = 0である．

(2) nを非負整数とする．M の n番目の syzygy加群Ωn
RM のG次元が 0のとき，M の

G次元は n以下であると言い，G-dimRM ≤ nと書く．

１．modRを有限生成 R加群全体のなす圏とし，G(R)をG次元 0の R加群全体のなす
modRの充満部分圏とする．RがGorenstein環のときは，modRは G(R)で近似できる：

定理 (Auslander-Buchweitz)　RがGorenstein環ならば，G(R)はmodRの中でcontravari-

antly finiteである．

では，RがGorenstein環でない場合はどうなのか？自明な場合を除くと，modRはG(R)

では近似できないと思われる．すなわち，

予想　 G(R)が自由加群だけから成る場合を除いて，上の定理の逆が成り立つだろう．

この予想は，例えばRがArtin環なら正しい．より一般に，

定理　Rの深さが 2以下ならこの予想は正しい．

２．kの射影次元が有限ならRは正則環である．より一般に，

定理 (Dutta)　ある n ≥ 0に対して Ωn
Rkが射影次元有限な直和因子を持てば，Rは正則

環である．

正則性と射影次元の関係は，Gorenstein性とG次元の関係と同じであるとみることが
できるので，

予想　ある n ≥ 0に対してΩn
RkがG次元有限な直和因子を持てば，RはGorenstein環だ

ろう．

定理　 nが 2以下ならこの予想は正しい．


